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一　

は
じ
め
に

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
収
め
る
明
・
万
暦
の
熊
龍
峯
刊
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』、
陳
邦
泰
刊
『
重
校
北
西
廂
記
』、
天

理
大
学
図
書
館
に
収
め
る
游
敬
泉
刊
『
李
卓
吾
批
評
合
像
北
西
廂
記
』、
及
び
成
簣
堂
文
庫
に
収
め
る
胡
少
山
刊
『
新
刻
考
正
古
本
大
字

出
像
釋
義
北
西
廂
』
は
、
い
ず
れ
も
中
国
本
土
で
す
で
に
失
わ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
『
重
刻

元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
は
、
内
閣
文
庫
と
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
万
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）
の
熊
龍
峯
刊
本
の
他
、
上
海
図

書
館
所
蔵
の
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
徐
士
範
刊
本
及
び
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
万
暦
二
十
九
（
一
六
〇
一
）
の
劉
龍
田
刊
本
が
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
版
本
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
蒋
星
煜
（
一
九
二
〇－

二
〇
一
五
）
は
、
上
海
図
書
館
で
徐
士
範
刊
本
を
発

見
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

在
現
存
明
刊
本
『
西
廂
記
』
中
、徐
士
範
刊
本
是
最
早
以
不
分
本
不
分
折
而
全
劇
分
成
二
十
齣
、毎
齣
以
四
字
句
標
題
的
一
箇
本
子（
１
）。

 
 

現
存
の
明
刊
本
『
西
廂
記
』
の
中
で
、
徐
士
範
刊
本
は
本
や
折
を
分
け
ず
全
劇
を
二
十
齣
に
分
け
、
齣
ご
と
に
四
文
字
を
以
っ

て
標
題
と
す
る
最
も
早
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

弘
治
岳
刻
本
雖
然
收
録
了
大
量
附
録
、
︙
︙
但
是
此
書
刊
印
時
、『
園
林
午
夢
』
尚
未
問
世
、
所
以
就
未
收
録
。
以
『
園
林
午
夢
』

作
爲
附
録
、
是
從
徐
士
範
刊
本
開
始（
２
）。
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弘
治
岳
刻
本
は
大
量
の
附
録
を
収
め
て
い
る
が
、︙
刊
行
時
に
、『
園
林
午
夢
』
は
ま
だ
世
に
出
て
お
ら
ず
、
収
録
さ
れ
て
い
な

い
。『
園
林
午
夢
』
を
附
録
に
し
た
の
は
、
徐
士
範
刊
本
が
最
初
で
あ
る
。

 

蒋
星
煜
は
『
西
廂
記
』
研
究
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
こ
の
点
は
間
違
っ
て
い
る
。
何
故
か
と
い
う
と
、
成
簣
堂
文

庫
所
蔵
の
『
新
刻
考
正
古
本
大
字
出
像
釋
義
北
西
廂
』
は
、
同
じ
体
裁
で
一
年
早
く
（
万
暦
七
年
）
刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

著
名
な
文
学
研
究
家
で
あ
る
鄭
振
鐸
（
一
八
九
八
～
一
九
五
八
）
は
劉
龍
田
刊
本
を
発
見
し
て
善
本
と
し
て
『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』（
上

海
商
務
印
書
館
影
印
本
、
一
九
五
四
）
に
収
め
、
特
に
徐
士
範
刊
本
の
な
い
挿
絵
を
絶
賛
さ
れ
た
。

劉
龍
田
刊
『
西
廂
記
』、
其
插
圖
、
易
狹
小
之
小
幅
而
成
全
頁
之
巨
製
、
實
爲
宋
元
版
畫
之
革
命（
３
）。

 
 

劉
龍
田
刊
行
『
西
廂
記
』
の
挿
絵
は
、
元
の
小
さ
な
図
版
を
一
頁
大
の
大
き
さ
に
変
え
て
お
り
、
実
に
宋
元
時
代
の
版
画
の
革

命
で
あ
る
。

 

ま
た
、
蒋
星
煜
も
「
論
徐
士
範
本
『
西
廂
記
』」
の
中
に
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

應
該
承
認
劉
龍
田
刊
本
確
是
善
本
。
但
是
這
箇
刊
本
的
訛
錯
缺
脱
是
比
較
多
的
、
對
於
本
文
或
其
他
附
録
、
我
們
可
以
用
其
他
現

存
明
刊
本
『
西
廂
記
』
來
校
勘
、
至
於
「
題
評
」、
其
他
明
刊
本
没
有
、
熊
龍
峯
刊
本
既
遠
在
日
本
、
而
且
也
是
根
據
徐
士
範
刊
本

翻
刻
的
、
當
然
没
有
用
徐
士
範
刊
本
校
勘
那
麽
可
靠（
４
）。

 
 

劉
龍
田
刊
本
は
確
か
に
善
本
だ
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
刊
本
の
誤
字
や
欠
落
は
か
な
り
多
い
。
本
文
或
い
は
他

の
附
録
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
他
の
現
存
す
る
明
刊
本
『
西
廂
記
』
で
校
勘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
題
評
』
に
お
い
て
は
、

他
の
明
刊
本
は
無
く
、
熊
龍
峯
刊
本
は
遠
く
日
本
に
あ
り
、
し
か
も
徐
士
範
刊
本
に
基
い
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、

当
然
な
が
ら
徐
士
範
刊
本
で
校
勘
す
る
の
は
信
用
が
置
け
な
い
。
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時
代
の
制
約
に
よ
り
、
鄭
振
鐸
は
熊
龍
峯
刊
本
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
実
は
劉
龍
田
刊
本
の
挿
絵
は
全
く
熊
龍
峯
刊
本
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
蒋
星
煜
も
熊
龍
峯
刊
本
を
実
見
し
て
い
な
い
が
、「
熊
龍
峯
刊
本
も
徐
士
範
刊
本
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
」 

と
の

判
断
は
果
た
し
て
正
確
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
熊
龍
峯
刊
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
の
体
裁
、
序
文
、
本
文
、
標
題
、
題
評
、
釋
義
、
注
音
、

附
録
、
挿
絵
な
ど
に
詳
細
な
考
察
と
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
同
じ
書
名
を
持
つ
徐
士
範
本
及
び
劉
龍
田
本
と
の
比
較
考
察
を
通
し
て
、

三
種
の
刊
本
の
伝
承
関
係
と
、
徐
士
範
刊
本
と
劉
龍
田
刊
本
の
間
に
刊
刻
さ
れ
た
熊
龍
峯
刊
本
の
特
徴
及
び
『
西
廂
記
』
流
伝
に
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

三
種
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
に
つ
い
て

（
一
）
内
閣
文
庫
所
蔵
の
熊
龍
峯
刊
本

内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』（
以
下
「
熊
本
」
と
略
す
）
は
、
明
の
余
瀘
東
が
校
正
し
、
万
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）

に
熊
氏
忠
正
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た（
５
）。
本
文
二
十
齣
及
び
附
録
『
錢
塘
夢
』『
鶯
紅
下
棋
』『
園
林
午
夢
』
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
、
合
計
二
十

三
枚
の
挿
絵
が
あ
り
、
本
文
二
十
齣
及
び
附
録
『
鶯
紅
下
棋
』
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
『
釋
義
』
と
『
字
音
』
が
あ
る
。「
内
閣
文
庫
」、

「
昌
平
坂
学
問
所
」、「
浅
草
文
庫
」、「
林
氏
蔵
書
」「
江
雲
渭
樹
」
及
び
「
日
本
政
府
圖
書
」
な
ど
が
押
印
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
と
も

と
林
羅
山
の
蔵
書
で
、
昌
平
坂
学
問
所
、
浅
草
文
庫
を
経
て
内
閣
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
林
羅
山
は
長
崎
で
『
本
草
綱

目
』
な
ど
の
漢
籍
と
一
緒
に
こ
の
書
を
購
入
し
た
よ
う
だ（
６
）。

熊
本
は
上
巻
22
・
42
葉
と
下
巻
37
・
48
葉
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
第
四
・
七
・
十
八
・
二
十
齣
の
四
枚
の
挿
絵
が
な
い
。
東
北

大
学
所
蔵
の
熊
本
は
、
表
紙
・
序
文
と
附
録
を
欠
き
、
上
巻
2
・
48
・
54
・
55
・
59
・
63
葉
と
下
巻
6
・
10
葉
を
欠
い
て
い
る
。

熊
本
は
南
曲
伝
奇
の
体
裁
で
あ
る
「
末
上
首
引
」
か
ら
始
ま
り
、「
題
目
」・「
正
名
」
の
後
に
本
文
で
あ
る
第
一
齣
『
佛
殿
奇
逢
』
が

続
く
。
元
雑
劇
の
体
裁
で
あ
る
一
本
四
折
、
五
本
二
十
折
で
は
な
く
、
二
十
齣
（
幕
）
に
分
け
て
い
る
。
明
代
に
お
い
て
は
、
南
曲
伝
奇

が
益
々
隆
盛
し
、
北
曲
雑
劇
が
日
々
衰
退
し
て
い
っ
た
た
め
、『
西
廂
記
』
の
坊
刻
本
も
そ
の
当
時
の
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
も
の
で
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あ
ろ
う
。
ま
た
、
挿
絵
に
関
し
て
も
、
文
字
を
読
む
ば
か
り
で
は
な
く
「
絵
」
を
も
見
た
い
と
い
う
読
者
の
嗜
好
に
合
わ
せ
、
販
路
を

拡
大
さ
せ
る
と
い
う
商
業
的
な
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
熊
本
の
挿
絵
は
上
辺
に
標
題
（
四
字
、『
錢
塘
夢
』
は
三
字
）、
左
右
両
側
に

各
十
二
字
前
後
の
対
聯
が
あ
る
。
欠
落
す
る
第
四
・
七
・
十
八
・
二
十
齣
の
挿
絵
を
除
い
て
、
全
十
九
枚
の
挿
絵
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
齣　

佛
殿
奇
逢

游
寺
遇
嬌
娥
送
目
千
瞧
無
限
意

歸
庭
逢
秀
士
回
頭
一
顧
許
多
情

第
二
齣　

僧
房
假
寓

假
寓
僧
房
張
珙
乘
機
圖
匹
配

來
參
佛
寺
紅
娘
奉
命
問
修
齋

第
三
齣　

墻
角
聯
吟

墻
角
詠
新
詩
試
引
佳
人
興
趣

園
中
賡
舊
韻
更
添
才
子
情
懐

第
五
齣　

白
馬
解
圍

晋
救
賊
圍
張
學
士
得
婚
盟
才
伸
簡
牘

蒲
關
兵
至
杜
将
軍
爲
友
誼
始
動
干
戈

第
六
齣　

紅
娘
請
宴

紅
娘
奉
命
來
迎
東
閣
宏
開
酬
采
筆

君
瑞
聞
言
請
宴
西
廂
隨
歩
赴
藍
橋

第
八
齣　

琴
心
寫
懐

月
下
挑
弦
訴
恨
者
先
存
其
意

花
前
聽
韻
知
音
者
已
解
其
心

第
九
齣　

錦
字
傳
情

意
求
鸞
凰
未
能
成
虧
張
珙
病
纏
書
舍

欲
寄
鱗
鴻
無
自
達
托
紅
娘
迎
到
妝
樓

第
十
齣　

玉
臺
窺
簡

發
來
假
怒
一
場
明
掩
思
春
外
迹

回
奉
新
詩
四
句
暗
藏
乘
夜
中
情
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第
十
五
齣　

秋
暮
離
懐

今
朝
酒
別
長
亭
繾
綣
前
來
把
盞

異
日
名
題
金
榜
叮
嚀
早
整
歸
鞭

第
十
六
齣　

草
橋
驚
夢

勞
役
不
堪
投
宿
休
嫌
村
店
小

別
離
難
捨
夢
魂
豈
憚
路
途
遙

第
十
七
齣　

泥
金
捷
報

才
子
夺
魁
書
寄
一
封
歸
捷
報

佳
人
回
簡
物
緘
六
事
慰
相
思

第
十
九
齣　

詭
謀
求
配

密
地
見
紅
娘
爲
造
崔
門
修
舊
好

當
場
辭
鄭
子
已
言
張
氏
締
新
婚

第
十
一
齣　

乘
夜
踰
墻

漫
道
文
才
海
漾
深
尚
難
猜
四
言
詩
句

誰
知
色
胆
天
來
大
却
易
跳
百
尺
垣
墻

第
十
二
齣　

倩
紅
問
病

紅
送
藥
方
片
紙
暗
傳
雲
雨
約

生
聞
信
息
数
言
勝
服
洞
靈
丹

第
十
三
齣　

月
下
佳
期

竚
立
閑
階
月
下
候
佳
人
密
約

出
離
畫
閣
花
前
赴
才
子
幽
期

第
十
四
齣　

堂
前
巧
辨

小
紅
娘
訴
一
段
縁
因
将
無
做
有

老
夫
人
主
百
年
姻
眷
弄
假
成
真
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以
上
の
標
題
と
対
聯
を
読
む
と
、
文
字
数
は
整
っ
て
い
る
が
、
元
雑
劇
『
西
廂
記
』
の
美
辞
麗
句
に
比
べ
て
浅
薄
通
俗
だ
と
言
え
る
。

挿
絵
は
、
中
心
に
置
か
れ
た
人
物
が
舞
台
俳
優
の
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し
、
し
か
も
実
際
の
舞
台
配
置
と
同
じ
よ
う
に
左
右
両
側
に
対
聯

を
配
置
し
て
お
り
、
ま
る
で
舞
台
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
も
ま
た
読
者
の
興
味
を
増
し
、
販
路

を
拡
大
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
ろ
う
。
明
刊
本
の
挿
絵
は
主
に
導
読
（
閲
読
の
指
導
）、
促
銷
（
販
路
の
拡
大
）、
装
飾
と
批
評
の
役
割
が
あ

る
。
明
代
に
お
け
る
建
陽
の
書
林
は
最
も
繁
栄
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
坊
刻
も
例
外
な
く
、
刊
行
し
た
小
説
と
戯
曲
の
中
に
大
量
な

挿
絵
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
双
峯
堂
の
余
象
斗
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
作
品
が
最
も
多
く
、
万
暦
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
京
本
通
俗
演
義
按
鑑
全
漢
志
傳
』
の
上
図
下
文
式
は
そ
の
代
表
的
な
挿
絵
で
あ
る
。
ま
た
、『
新
刻
按
鑑
全
像
批
評
三
國
志

傳
』
の
よ
う
に
、
上
評
中
図
下
文
式
と
い
う
版
式
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
版
式
は
挿
絵
の
ス
ペ
ー
ス
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
狭
く
て

窮
屈
な
感
じ
が
否
め
な
い
。
こ
れ
ら
と
比
べ
て
、
熊
本
の
単
面
整
版
式
で
は
、
人
物
が
生
き
生
き
と
し
て
画
面
に
気
品
と
迫
力
が
あ
り
、

し
か
も
鮮
や
か
な
標
題
と
対
聯
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
よ
り
一
層
の
美
感
と
楽
し
さ
を
与
え
る
。
上
図
下
文
式
の
歴
史
小

説
を
大
量
に
刊
行
し
た
明
末
建
陽
の
出
版
の
中
で
、
恋
愛
物
語
を
題
材
と
す
る
戯
曲
の
熊
本
と
そ
の
単
面
整
版
式
に
よ
る
挿
絵
は
非
常

に
貴
重
な
存
在
だ
と
言
え
る
。

錢
塘
夢

石
匣
葬
孤
骸
月
下
遙
聞
來
玉
珮

錢
塘
懸
夜
夢
窗
前
驚
醒
續
瑶
篇

鶯
紅
對
弈

萬
花
亭
上
着
圍
棋
勝
負
却
因
頻
點
指

孤
月
臺
前
思
窃
玉
姻
縁
不
就
倍
傷
心

園
林
午
夢

困
倦
一
漁
翁
熟
睡
眠
成
午
夢

風
流
雙
士
女
齊
來
講
論
春
情
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（
二
）
上
海
図
書
館
所
蔵
の
徐
士
範
刊
本

明
・
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
金
臺
岳
家
刊
本
『
新
刊
大
字
魁
本
全
相
參
增
奇
妙
註
釋
西
廂
記
』
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、

最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
『
西
廂
記
』
全
本
で
あ
る
。
学
界
で
「
弘
治
本
」
と
称
す
こ
の
刊
本
は
『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』（
北
京
大
学
所
蔵
、

上
海
商
務
印
書
館
影
印
本
、
一
九
五
五
）
に
収
め
る
。
万
暦
七
年
（
一
五
七
九
）
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
の
金
陵
少
山
堂
刊
本
『
新
刻
考
正
古
本
大
字

出
像
釋
義
北
西
廂
』
は
、
現
存
す
る
万
暦
の
『
西
廂
記
』
刊
本
の
中
で
最
も
刊
行
時
期
の
早
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
次
に
刊
行
が
早
い
の
は
、
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
徐
士
範
刊
本
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』（
以
下
「
徐
本
」
と
略
す
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
蒋
星
煜
が
最
初
に
上
海
図
書
館
で
発
見
し
た
が
、
そ
の
後
、
中
国
国
家
図
書
館
に
も
同
じ
刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た（
７
）。

徐
本
の
版
式
は
熊
本
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
頁
数
の
下
に
刻
工
の
姓
名
を
刻
ん
で
い
る
（
熊
本
無
）。
本
文
の
前
に
程
巨
源
が

著
す
『
崔
氏
春
秋
序
』
と
徐
士
範
が
題
す
『
重
刻
西
廂
序
』（
熊
本
無
）
が
あ
り
、
ま
た
、
本
文
二
十
齣
の
ほ
か
に
『
西
廂
会
真
記
』、『
錢

塘
夢
』、『
秋
波
一
轉
論
』、『
閨
怨
蟾
宮
』、『
園
林
午
夢
記
』、『
松
金
釧
減
玉
肌
論
』
を
附
録
し
、
巻
末
に
『
北
西
廂
記
釋
義
大
全
』
と

『
北
西
廂
記
字
音
大
全
』
を
付
け
加
え
る
。

『
崔
氏
春
秋
序
』
と
『
重
刻
西
廂
序
』
と
い
う
二
編
の
序
文
は
、『
西
廂
記
』
の
作
者
及
び
『
西
廂
記
』
に
対
す
る
評
価
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
明
清
以
来
、
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

の
中
で
主
た
る
も
の
は
、
概
ね
次
の
六
説
、
す
な
わ
ち
王
実
甫
単
独
説
、
関
漢
卿
単
独
説
、
王
作
関
続
説
、
関
作
王
続
説
、
関
作
王
補

『
囲
棋
闖
局
』
説
、
關
作
董
珪
続
説
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
嘉
靖
（
一
五
二
二
～
一
五
六
六
）
頃
に
出
現
し
た
「
王
作
関
続
説
」（『
西
廂
記
』
の

第
一
本
よ
り
第
四
本
に
至
る
十
六
折
が
王
実
甫
の
原
作
で
、
第
五
本
の
四
折
は
関
漢
卿
の
続
作
だ
と
す
る
説
）
は
、
当
時
の
文
壇
の
盟
主
で
あ
る
王
世
貞
が

著
す
『
藝
苑
卮
言
』
に
由
来
す
る
た
め
、
王
驥
徳
、
凌
濛
初
の
賛
同
を
得
て
大
い
に
盛
行
し
た
。
王
驥
徳
と
凌
濛
初
が
こ
の
説
に
賛
同

し
た
の
は
、
徐
本
の
序
文
の
影
響
を
受
け
た
結
果
だ
と
言
わ
れ
る（
８
）。

『
西
廂
記
』
の
釋
義
注
音
の
刊
本
の
中
で
、
徐
本
は
釋
義
・
注
音
と
題
評
を
兼
ね
備
え
る
最
も
早
い
刊
本
で
あ
る
。
弘
治
本
と
比
べ

て
、
釋
義
の
項
目
が
減
っ
て
い
る
が
、
字
音
は
逆
に
数
百
項
目
を
増
加
し
て
い
る
。
徐
本
は
現
存
す
る
早
期
の
『
西
廂
記
』
評
点
本
で

あ
り
、
題
評
の
内
容
は
概
ね
三
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る 

。
第
一
は
、
作
品
構
造
、
人
物
性
格
、
語
言
風
格
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
と
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分
析
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
齣
『
佛
殿
奇
逢
』
で
は
、「
可
真
是
人
值
殘
春
蒲
郡
東
、
門
掩
重
關
簫
寺
中
。
花
落
水
流
紅
閑
愁
、
萬
種

無
語
怨
東
風
」
と
い
う
歌
に
対
し
て
、「
開
巻
便
見
情
語
」
と
評
語
を
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
題
評
は
『
西
廂
記
』
の
主
旨
・
作
者
の

意
図
及
び
語
言
の
表
現
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
精
確
な
評
価
を
行
っ
て
、
独
自
の
見
識
を
持
っ
て
い
る
。
第
二
は
、
本
文
中
の
典
故

や
俗
語
・
方
言
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
評
語
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
五
齣
『
秋
暮
離
懐
』
で
は
、「
若
不
是
酒
席
間
子
母
毎
當
回
避
、

有
心
待
與
他
擧
案
齊
眉
」
に
対
し
て
、「
擧
案
齊
眉
用
梁
鴻
故
事
」
と
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
方
言
」・「
郷
語
」・「
元
時
郷
語
」・

「
北
方
方
言
」・「
中
原
諺
語
」・「
教
坊
中
語
」・「
釋
家
言
」・「
喝
采
語
」
な
ど
の
言
葉
に
関
す
る
題
評
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
第
三
は
、

曲
牌
と
音
律
に
関
す
る
批
評
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
二
齣
『
倩
紅
問
病
』
の
︻
綿
搭
絮
︼
と
い
う
曲
に
つ
い
て
、「
此
折
越
調
用
侵
尋

韻
、
本
閉
口
而
此
間
誤
入
真
文
、
乃
知
全
璧
之
難
也
」
と
指
摘
し
、
ま
た
、
第
十
五
齣
『
秋
暮
離
懐
』︻
四
煞
︼
の
題
評
は
「
此
下
多
可

入
唐
律
」
と
い
う
。

凌
濛
初
の
『
西
廂
記
』
と
劉
世
珩
の
『
暖
紅
室
彙
刻
傳
劇
』
に
収
め
る
『
西
廂
記
』
は
徐
本
の
題
評
を
か
な
り
採
録
し
て
い
る
。
徐

本
は
明
代
に
お
い
て
既
に
善
本
と
誉
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
龍
洞
山
農
の
「
刻
重
校
北
西
廂
記
序
」
に
、

詞
曲
盛
於
金
元
、
而
北
之
『
西
廂
』、
南
之
『
琵
琶
』
尤
擅
場
絶
代
。
︙
︙
北
詞
轉
相
摹
梓
、
踳
駁
尤
繁
、
唯
顧
玄
緯
、
徐
士
範
、

金
在
衡
三
刻
、
庶
幾
善
本
、
而
詞
句
增
損
、
互
有
得
失（
９
）。

 
 

詞
曲
は
金
元
代
に
盛
ん
と
な
り
、
北
の
『
西
廂
』、
南
の
『
琵
琶
』
が
と
り
わ
け
一
世
を
風
靡
し
た
。
︙
北
詞
は
写
し
あ
っ
て
出

版
し
、
誤
り
が
多
か
っ
た
が
、
た
だ
顧
玄
緯
、
徐
士
範
、
金
在
衡
の
三
つ
の
刻
本
は
、
ほ
ぼ
善
本
で
あ
り
、
語
句
の
増
減
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
取
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
王
驥
徳
の
「
新
校
注
古
本
西
廂
記
自
序
」
の
中
か
ら
も
徐
本
に
対
す
る
好
評
の
一
斑
を
窺
え
る
。

余
刻
紛
紛
、
殆
數
十
種
、
僅
毗
陵
徐
士
範
、
秣
陵
金
在
衡
、
錫
山
顧
玄
緯
三
本
稍
稱
彼
善
。
徐
本
間
詮
數
語
、
偶
窺
一
斑）
10
（

。

 
 

私
の
刻
本
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
大
体
数
十
種
く
ら
い
だ
が
、
毗
陵
の
徐
士
範
、
秣
陵
の
金
在
衡
、
錫
山
の
顧
玄
緯
の
三
つ
の
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刻
本
だ
け
は
あ
ち
ら
が
善
本
だ
と
言
っ
て
も
い
い
。
徐
本
は
数
語
調
べ
る
だ
け
で
、
そ
の
水
準
を
窺
い
知
れ
る
。

（
三
）
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
劉
龍
田
刊
本

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
劉
龍
田
喬
山
堂
刊
本
（
以
下
「
劉
本
」
と
略
す
）
は
、『
元
本
題
評
西
廂
記
』
の
題
名

で
『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
に
収
め
る
。
本
文
上
巻
の
首
行
に
「
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
巻
上
」
と
題
し
、
次
行
に
「
上
饒
余
瀘

東
校
・
書
林
劉
龍
田
繍
梓
」
と
記
す
。
附
録
に
『
新
增
鶯
紅
下
棋
』、『
園
林
午
夢
記
』、『
北
西
廂
附
余
：
西
廂
別
調
、
打
破
西
廂
八
嘲
、

閨
怨
蟾
宮
』、『
秋
波
一
轉
論
』、『
松
金
訓
減
玉
肌
論
』、『
錢
塘
夢
』、『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
が
あ
る
。
巻
末
に
「
喬
山
堂
劉
龍
田
梓
」

と
刻
む
。
本
文
二
十
齣
と
附
録
『
鶯
紅
下
棋
』
の
末
尾
に
『
釋
義
』
と
『
字
音
』
を
そ
れ
ぞ
れ
に
加
え
て
い
る
。
挿
絵
は
熊
本
よ
り
多

く
、
二
枚
の
『
西
湖
景
』（
双
面
連
結
式
）
を
加
え
て
、
熊
本
の
欠
落
す
る
第
四
・
七
・
十
八
・
二
十
齣
の
四
枚
も
揃
っ
て
お
り
、
合
計
二

十
五
枚
が
あ
る
。「
國
立
北
平
圖
書
館
收
藏
」
と
い
う
蔵
書
印
を
押
さ
れ
て
い
る
。

 

そ
の
他
、
劉
本
の
附
録
は
熊
本
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
徐
本
の
附
録
も
加
え
た
、
三
つ
の
刊
本
の
附
録
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
齣 

齋
壇
閙
會

崔
小
姐
荐
相
國
父
孤
魂
虔
誠
設
醮

張
君
瑞
禮
佛
法
僧
三
寶
密
約
焚
香

第
七
齣 

母
氏
停
婚

張
君
瑞
尋
盟
赴
宴
圖
夫
妻
好
合

崔
夫
人
背
德
停
婚
改
兄
妹
稱
呼

第
十
八
齣 

尺
素
成
愁

逐
一
觀
詳
復
轉
書
如
逢
對
語
寛
前
病

從
頭
整
點
将
來
物
方
見
相
思
別
後
心

第
二
十
齣 

衣
錦
還
郷

金
榜
掛
名
時
比
闕
初
歸
榮
昼
錦

洞
房
花
燭
夜
西
廂
重
整
舊
風
流
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徐
本　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

劉
本

 
 

西
廂
會
真
記　
　
　
　
　

西
廂
會
真
記

 
 

錢
塘
夢　
　
　
　
　
　
　

錢
塘
夢　
　
　
　
　
　
　
　

錢
塘
夢

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集　
　
　

蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集

 
 

秋
波
一
轉
論　
　
　
　
　

秋
波
一
轉
論　
　
　
　
　
　

秋
波
一
轉
論

 
 

閨
怨
蟾
宮　
　
　
　
　
　

閨
怨
蟾
宮　
　
　
　
　
　
　

閨
怨
蟾
宮

 
 

園
林
午
夢
記　
　
　
　
　

園
林
午
夢
記　
　
　
　
　
　

園
林
午
夢
記

 
 

松
金
釧
減
玉
肌
論　
　
　

松
金
釧
減
玉
肌
論　
　
　
　

松
金
釧
減
玉
肌
論

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
紅
對
弈　
　
　
　
　
　
　

鶯
紅
對
弈

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
廂
別
調　
　
　
　
　
　
　

西
廂
別
調

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
廂
八
嘲　
　
　
　
　
　
　

西
廂
八
嘲

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
廂
八
詠　
　
　
　
　
　
　

西
廂
八
詠

 

『
釋
義
』
と
『
注
音
』
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
内
容
か
ら
形
式
及
び
配
置
ま
で
、
劉
本
は
熊
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
題
評
に

お
い
て
も
、
そ
の
内
容
と
誤
り
や
欠
落
の
箇
所
が
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
挿
絵
・
版
式
・
本
文
及
び
刊
刻
の
時
間
（
九
年
間
隔
）・
場
所

（
同
じ
建
陽
）・
校
正
者
（
同
じ
余
瀘
東
）
な
ど
の
状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
劉
本
は
熊
本
と
直
接
の
継
承
関
係
が
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
細
か
く
比
較
し
て
み
る
と
、
兩
刊
本
の
間
に
字
体
や
、
挿
絵
と
附
録
の
配
置
な
ど
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
従
っ
て
、
恐
ら
く
劉
本
は
熊
本
の
旧
版
で
印
刷
し
た
の
で
は
な
く
、
新
た
に
新
版
を
彫
っ
て
刊
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三　

三
種
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
の
伝
承
関
係

『
西
廂
記
』
刊
本
は
覆
刻
さ
れ
た
も
の
を
除
い
て
、
全
く
同
じ
刊
本
が
殆
ど
な
い
。
三
種
の
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
に
限
っ

三
種
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
異
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て
言
え
ば
、
版
式
、
体
裁
及
び
本
文
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
序
文
の
有
無
、
題
評
の
異
文
、
音
釋
の
位
置
と
詳
略
、
附
録

の
増
減
、
及
び
挿
絵
と
刻
工
な
ど
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
。
と
り
わ
け
徐
本
と
熊
本
、
劉
本
と
の
間
に
は
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。

徐
本
に
は
程
巨
源
が
著
す
『
崔
氏
春
秋
序
』
と
徐
士
範
が
自
ら
書
く
『
重
刻
西
廂
記
序
』
が
載
せ
て
お
り
、
こ
の
二
篇
の
序
文
は
『
西

廂
記
』
の
作
者
及
び
そ
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
熊
本
に
は
程
序
を
載
せ
て
徐
序
が
な
く
、
劉
本
に
は
ど
ち
ら
も
な
い
。

ま
た
、
徐
本
に
は
挿
絵
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
熊
本
に
は
二
十
三
枚
の
挿
絵
が
あ
り
、
劉
本
は
熊
本
の
挿
絵
を
そ
の
ま
ま
に
翻
刻

す
る
。
徐
本
に
は
黄
鍇
、
黄
錟
、
黄
峯
、
黄
汝
清
な
ど
著
名
な
刻
工
の
名
前
が
彫
っ
て
お
り
、
熊
本
と
劉
本
の
本
文
に
は
刻
工
の
名
前

が
標
さ
れ
て
い
な
い
が
、
挿
絵
に
「
盧
玉
龍
刊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
で
は
標
題
が
三
箇
所
（
す
な
わ
ち
総
目
、
毎
齣
の
本
文
と
挿
絵
）
に
見
え
る
が
、
第
八
、
十
四
、
十
七
齣
の
標
題
で
異
同
が
あ
る
。
熊

本
と
劉
本
の
校
正
者
は
同
じ
く
余
瀘
東
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
刊
本
の
異
同
は
基
本
的
に
一
致
す
る
。
一
方
、
徐
士
範
本
に
お
け

る
標
題
の
異
同
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 
 

齣
数　
　
　
　

総
目　
　
　
　
　
　
　

本
文　
　
　
　
　
　

釋
義

 
 

七　
　
　
　

母
氏
停
婚　
　
　
　
　

母
氏
停
婚　
　
　
　

夫
人
停
婚

 
 

八　
　
　
　

琴
心
寫
恨　
　
　
　
　

琴
心
寫
懐　
　
　
　

鶯
鶯
聽
琴

 
 

十　
　
　
　

玉
臺
窺
簡　
　
　
　
　

玉
臺
窺
簡　
　
　
　

妆
臺
窺
簡

 
 

十
五　
　
　

秋
暮
離
懐　
　
　
　
　

秋
暮
離
懐　
　
　
　

長
亭
送
別

 
 

十
七　
　
　

泥
金
捷
報　
　
　
　
　

泥
金
捷
報　
　
　
　

捷
報
及
第

 
 

十
九　
　
　

詭
謀
求
配　
　
　
　
　

詭
謀
求
配　
　
　
　

鄭
恒
求
配

 

そ
の
う
ち
、『
釋
義
』
と
本
文
に
六
箇
所
の
異
同
が
あ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、『
釋
義
大
全
』
の
標
題
は
総
目
、
本
文
と
は
系

統
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。『
釋
義
』
の
全
称
は
『
北
西
廂
記
釋
義
大
全
』
で
あ
る
が
、
一
方
で
巻
首
表
題
、
徐
士
範
の
序
文
及
び
総
目

は
全
て
『
西
廂
記
』
と
称
す
。『
北
西
廂
記
釋
義
大
全
』
の
標
題
は
明
万
暦
七
年
（
一
五
七
九
）
少
山
堂
刊
本
『
新
刻
考
正
古
本
大
字
出
像
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釋
義
北
西
廂
』
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
詞
目
と
註
釋
は
ま
た
弘
治
本
の
『
釋
義
』
と
大
体
同
様
で
あ
る
。

『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
に
収
録
さ
れ
る
附
録
に
も
異
同
が
あ
る
。
徐
本
と
熊
本
は
、『
西
廂
會
真
記
』（
す
な
わ
ち
元
稹
『
鶯
鶯

傳
』）
を
『
西
廂
記
』
物
語
の
淵
源
と
し
て
収
め
て
い
る
。
読
者
に
は
『
西
廂
記
』
の
出
典
を
理
解
さ
せ
る
と
同
時
に
、
小
説
と
戯
曲
の

異
な
る
創
作
趣
旨
と
結
末
を
比
較
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、『
錢
塘
夢
』、『
園
林
午
夢
記
』
及
び
『
松
金
釧
減
減
玉
肌
論
』
な
ど

の
附
録
は
、
書
坊
が
人
々
の
興
味
を
引
こ
う
と
し
て
収
め
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
『
錢
塘
夢
』
と
『
西
廂
記
』
物
語
は
何
の
繋
が

り
も
な
い
。
熊
本
と
劉
本
は
徐
本
よ
り
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、『
鶯
紅
對
弈
』、『
西
廂
別
調
』
な
ど
の
五
種
を
多
く
収
め
て
い
る
が
、

こ
れ
も
異
な
る
読
者
の
嗜
好
を
満
足
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
釋
義
」
に
つ
い
て
、
徐
本
は
『
北
西
廂
記
釋
義
大
全
』
と
題
し
て
巻
下
の
最
後
に
置
き
、
熊
本
と
劉
本
は
『
釋
義
』
と
名
付
け
て
齣

ご
と
に
本
文
の
末
に
附
す
。
そ
の
配
置
は
異
な
る
が
、
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
字
音
」
は
、
三
つ
の
刊
本
い
ず

れ
も
「
釋
義
」
の
後
に
続
い
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
熊
本
と
劉
本
で
は
内
容
が
か
な
り
削
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
齣
の

「
孀
」
の
注
音
に
は
、 

徐
本
は
「
孀
、
音
霜
、
無
夫
婦
也
」
と
す
る
が
、
熊
本
と
劉
本
は
「
孀
、
音
霜
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
一
頁
に

ち
ょ
う
ど
収
め
る
た
め
に
、
超
え
た
部
分
は
全
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
巻
下
第
五
十
五
葉
（
表
）
に
一
行
し
か
余
白
が
な
い
の
で
、

本
来
二
行
あ
る
第
二
十
齣
の
「
字
音
」
も
一
行
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
熊
本
と
劉
本
は
注
音
に
つ
い
て
あ
ま
り
重
視
し
な
い
と
言

え
る
。

徐
本
は
現
存
す
る
早
期
の
『
西
廂
記
』
評
点
本
で
あ
り
、
熊
本
と
劉
本
は
徐
本
の
評
点
内
容
と
類
似
し
て
い
る
が
、
次
の
表
に
載
せ

た
箇
所
を
具
体
的
に
比
較
し
て
み
る
と
相
違
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
題
評
の
異
同
表

徐
本
（
萬
暦
八
年
）

熊
本
（
萬
暦
二
十
年
）

劉
本
（
萬
暦
二
十
九
年
）

第
二
齣

七
青
八
黄
、
掂
斤
播
兩
、
俱
郷
語
、
今
南
中
亦

有
之
。

七
青
八
黄
、
掂
斤
播
兩
、
俱
郷
語
、
今
吴
中
亦

有
之
。

七
青
八
黄
、
掂
斤
播
兩
、
俱
郷
語
、
今
吴
中
亦

有
之
。

第
四
齣

三
寶
：
佛
也
、
法
也
、
僧
也
。

三
寶
：
佛
也
、
法
也
、
僧
也
。

三
種
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
異
同
考
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第
五
齣

（
１
）

西
廂
詞
多
用
兒
字
於
情
近
於
事
諧
、故
是
當
家
。
西
廂
詞
多
用
兒
字
於
指
近
於
事
諧
、故
是
當
家
。
西
廂
詞
多
用
兒
字
於
指
近
於
事
諧
、故
是
當
家
。

（
2
）

此
鶯
鶯
自
怨
自
艾
之
辭
、
可
入
神
品
評
者
。

此
鶯
鶯
自
怨
自
艾
之
辭
、
可
入
神
品
評
者
。

此
鶯
鶯
自
怨
自
□
之
辭
、
可
入
神
□
□
者
。

（
3
）

颩
音
丢
、
或
音
準
。

□
音
丢
、
或
音
準
。

風
音
丢
、
或
音
準
。

第
六
齣

（
１
）

此
草
木
出
羅
浮
山
、
乃
男
寵
所
致
祥
異
、
世
人

多
不
識
之
。

此
草
木
出
羅
浮
山
、
乃
男
寵
所
致
祥
異
、
世
人

多
不
識
之
。

此
□
□
出
羅
浮
山
、
乃
男
寵
所
致
祥
異
、
世
人

多
不
識
之
。

（
2
）

你
明
博
得
二
句
□
□
□
反
承
、
妙
□
。

你
明
博
得
二
句
對
而
意
反
承
、
妙
甚
。

你
明
博
得
二
句
對
而
意
反
承
、
妙
甚
。

第
七
齣

（
１
）

□
□
□
人
停
婚
、
自
是
聡
□
女
子
、
□
□
□
憂

離
之
思
轉
逼
迫
甚
矣
。

此
忖
夫
人
停
婚
、
自
是
聡
慧
女
子
、
然
望
合
憂

離
之
思
轉
逼
迫
甚
矣
。

此
忖
夫
人
停
婚
、
自
是
聡
慧
女
子
、
然
望
合
憂

離
之
思
轉
逼
迫
甚
矣
。

（
2
）

□
本
作
「
我
却
待
□
轉
秋
波
。」

趙
本
作
「
我
却
待
目
轉
秋
波
。」

趙
本
作
「
我
却
待
目
轉
秋
波
。」

（
3
）

江
州
司
馬
、
白
樂
天
。

江
州
司
馬
、
白
樂
天
事

江
州
司
馬
、
白
樂
天
事
。

（
4
）

□
□
信
然
、
豈
有
□
多
之
病
歟
？

寛
之
信
然
、
豈
有
務
多
之
病
歟
？

寛
之
信
然
、
豈
有
務
多
之
病
歟
？

第
九
齣

史
記
刺
繍
文
不
如
倚
市
門
。

文
記
刺
繍
文
不
如
倚
市
門
。

文
記
刺
繍
文
不
如
倚
市
門
。

第
十
一
齣

菱
花
、
鏡
也
。
状
若
菱
花
。
魏
武
帝
時
有
此
制
。
菱
花
、
鏡
也
。
状
若
菱
花
。
魏
武
帝
時
有
此
制
。

第
十
四
齣
淫
妬
、
忸
怩
、
咎
悔
之
情
三
者
備
矣
。

淫
妬
、
忸
怩
、
咎
悔
之
情
三
者
備
矣
。

□
□
、
□
伲
、
咎
悔
□
□
三
者
備
矣
。

第
十
五
齣

（
１
）

此
折
叙
離
合
情
緒
、
客
路
景
物
、
可
稱
詞
曲
中

賦
。

□
□
□
離
合
情
□
、
□
□
景
物
、
可
□
□
曲
中

賦
。

此
折
叙
誰
合
情
緒
、
客
路
景
物
、
可
稱
詞
曲
中

賦

（
2
）

擧
案
齊
眉
乃
梁
鴻
故
事
。

擧
案
齊
眉
乃
梁
鶏
故
事
。

擧
案
齊
眉
乃
梁
鶏
故
事
。

（
3
）

眼
中
流
血
心
水
成
灰
、
□
商
人
□
□
。

眼
中
流
血
心
水
成
灰
、
亦
商
人
故
事
。

眼
中
流
血
心
水
成
灰
、
亦
商
人
故
事
。

第
十
七
齣
此
意
本
鄒
長
倩
遺
公
孫
賢
良
書
來
。

此
意
本
鄒
長
猜
遺
公
孫
賢
良
書
來
。

此
意
本
鄒
长
猜
遺
公
孫
賢
良
書
來
。

第
十
九
齣
三
學
究
語
一
段
天
成
。

□
□
□
語
一
段
天
成
。

□
□
究
語
一
段
天
成
。

第
二
十
齣
收
煞
一
篇
意
思
在
此
兩
句
。

收
煞
一
篇
關
鈅
在
此
兩
句
。

收
煞
一
篇
關
鈅
在
此
兩
句
。
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紙
幅
の
関
係
で
三
つ
の
刊
本
の
題
評
の
主
な
異
同
の
み
を
載
せ
た
が
、
こ
れ
ら
の
例
文
か
ら
三
者
の
相
違
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
第
四
齣
と
第
十
一
齣
の
題
評
は
徐
本
に
な
く
、
熊
本
と
劉
本
に
あ
る
。
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
を
徐
本
が
削
っ
た
か
、
そ
れ
と

も
熊
・
徐
両
本
が
新
た
に
加
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
齣
、
第
五
齣
（
１
）、
第
九
齣
、
第
十
五
齣
（
２
）、
第
十
七
齣
、
第
二
十
齣
の
題
評
は
、
徐
本
と
熊
本
・
劉
本
と
の
間
で

異
同
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
二
齣
の
「
南
中
」
と
「
呉
中
」
に
は
文
字
は
異
な
る
が
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
第
五
齣
（
１
）
に
お
け
る
徐

本
の
「
於
情
近
、
於
事
諧
、
故
是
當
家
」
は
、「
於
指
近
、
於
事
諧
、
故
是
當
家
」
よ
り
相
応
し
く
思
わ
れ
る
。
第
九
齣
に
お
い
て
も
、

「
刺
繍
文
不
如
倚
市
門
」
は
『
史
記
』
巻
一
百
二
十
九
「
貨
殖
列
傳
」
に
見
え
る
の
で
、
徐
本
が
正
し
い
。
第
十
五
齣
（
２
）
と
第
十
七

齣
の
二
箇
所
も
明
ら
か
に
熊
本
と
劉
本
の
誤
刻
で
あ
る
。
第
二
十
齣
の
熊
本
と
劉
本
の
「
關
鈅
」
は
「
関
鍵
」「
重
要
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
か
ら
、
徐
本
の
「
意
思
」
よ
り
は
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

第
三
、
徐
本
が
欠
落
し
て
、
熊
本
と
劉
本
が
完
全
に
残
る
題
評
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
齣
（
２
）、
第
七
齣
（
１
）、（
２
）、（
３
）、（
４
）、

第
十
五
齣
（
３
）
で
は
、
徐
本
の
欠
落
箇
所
を
熊
本
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
齣
（
３
）
の
徐
本
は
「
江
州
司
馬
、
白
樂
天
」
で
あ

り
、
熊
本
と
劉
本
は
「
江
州
司
馬
、
白
樂
天
事
」
で
あ
る
が
、
次
の
題
評
を
見
る
と
、
三
つ
の
刊
本
は
す
べ
て
「
白
頭
吟
、
卓
文
君
事
」

と
な
る
の
で
、「
白
樂
天
」
の
後
に
も
「
事
」
の
一
字
が
あ
る
と
考
え
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

最
后
、
第
三
と
は
逆
に
、
第
五
齣
（
２
）、（
３
）、
第
六
齣
（
１
）、
第
十
四
齣
、
第
十
五
齣
（
１
）、
第
十
九
齣
の
題
評
は
、
徐
本
で
熊

本
と
劉
本
に
欠
落
が
あ
る
。
た
と
え
ば
第
五
齣
（
３
）
の
注
音
は
徐
本
で
「
颩
音
丢
、
或
音
準
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
熊
本
で
は
「
颩
」

の
字
が
は
っ
き
り
見
え
ず
、
劉
本
で
は
「
風
」
に
し
て
い
る
。
本
文
の
︻
正
宮
︼︻
端
正
好
︼
の
歌
詞
は
「
不
念
法
華
經
、
不
禮
梁
皇

懴
、
颩
了
僧
伽
帽
、
袒
下
偏
紅
衫
」
で
あ
る
か
ら
、
徐
本
が
正
し
い
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
題
評
の
異
同
を
も
と
に
、
三
種
の
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
の
性
格
と
伝
承
関
係
を
ど
う
判
断
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
蒋
星
煜
は
熊
龍
峯
本
を
実
見
し
な
い
ま
ま
、「
熊
龍
峯
刊
本
も
徐
士
範
刊
本
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た

も
の
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
題
評
の
異
同
、
と
り
わ
け
「
徐
本
に
は
な
い
が
、
熊
本
と
劉
本
に
は
あ
る
」
及
び

「
徐
本
の
み
欠
落
部
分
が
あ
る
」
題
評
の
存
在
、
ま
た
音
注
の
内
容
と
配
置
、
釋
義
の
様
式
と
位
置
、
附
録
の
増
減
及
び
挿
絵
の
有
無
な

ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
熊
龍
峯
刊
本
も
徐
士
範
刊
本
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
」
と
は
言
い
が
た
い
。
恐
ら
く
熊
本
は
徐
本
そ
の
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種
『
重
刻
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西
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』
異
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も
の
で
は
な
く
、
徐
本
の
元
本
に
基
づ
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
、
言
い
換
え
れ
ば
、
熊
本
と
徐
本
は
同
じ
祖
本
で
あ
っ
た
が
、
熊
本
は

刊
刻
す
る
時
に
徐
本
を
参
照
し
な
が
ら
新
た
に
挿
絵
を
加
え
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
劉
本
は
完
全
に
熊
本
を
翻
刻
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

四　

お
わ
り
に

現
存
す
る
『
西
廂
記
』
明
刊
本
は
、
早
期
の
弘
治
本
か
ら
、
そ
の
内
容
と
体
裁
が
ず
っ
と
変
化
し
続
け
、
万
暦
期
に
至
っ
て
漸
く
形

を
定
め
、
四
大
版
本
系
統
（
す
な
わ
ち
『
題
評
音
釋
』
系
統
、『
重
校
北
西
廂
記
』
系
統
、
碧
筠
斎
古
本
系
統
、
万
暦
間
「
時
本
」
系
統
）
を
形
成
し
た
。
そ

の
う
ち
、
徐
士
範
本
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』、
継
志
斎
本
『
重
校
北
西
廂
記
』、『
重
刻
訂
正
元
本
批
點
畫
意
北
西
廂
』
及
び
容

與
堂
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
北
西
廂
』
は
、
従
来
四
大
版
本
系
統
の
代
表
作
だ
と
認
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
う
ち
徐
本
は
明
代
に
お
い
て
す
で
に
善
本
と
認
め
ら
れ
、『
西
廂
記
』
版
本
の
変
遷
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
鄭
振
鐸
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
劉
本
も
公
認
さ
れ
る
善
本
で
あ
り
、
徐
本
は
刊
行
時
期
が
最
も
早
い
た
め
、
熊
本
と
劉
本
の
祖
本
と
言
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
三
種
の
刊
本
に
対
し
、
本
稿
で
は
、
版
式
、
体
裁
、
序
文
、
本
文
、
題
評
、
釋
義
、
附
録
及
び
挿
絵
な
ど
の
異
同
に
詳
細
な

考
察
を
加
え
て
、
熊
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
要
す
る
に
、
熊
本
は
徐
本
の
祖
本
で
あ
る
元
本
に
基
づ
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
劉
本
は
熊
本
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

熊
本
は
十
七
世
紀
の
初
頭
に
『
本
草
綱
目
』
な
ど
の
漢
籍
と
一
緒
に
長
崎
で
林
羅
山
に
購
入
さ
れ
た
後
、
昌
平
坂
学
問
所
、
浅
草
文

庫
を
経
て
内
閣
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
江
戸
時
代
、
幕
府
及
び
各
地
の
大
名
は
中
国
の
小
説
と
戯
曲
に
も
興
味
を
持
ち
、

福
建
や
寧
波
か
ら
輸
入
し
た
。
熊
本
は
日
本
に
お
い
て
『
西
廂
記
』
の
伝
播
に
推
進
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

『
西
廂
記
』
の
元
写
本
は
、
残
念
な
が
ら
す
で
に
伝
存
し
な
い
。
明
代
の
書
坊
は
「
元
本
」
に
基
づ
く
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
時
代
の

読
者
に
合
わ
せ
て
元
雑
劇
『
西
廂
記
』
を
南
曲
伝
奇
に
改
変
し
た
。
ま
た
、
本
文
以
外
に
『
西
廂
記
』
に
関
す
る
文
献
や
詩
文
を
附
録

し
、
本
文
の
中
に
題
評
や
釋
義
注
音
を
付
け
加
え
、
さ
ら
に
挿
絵
を
添
え
る
な
ど
、
売
上
増
を
企
図
し
た
。『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂

記
』
は
ま
さ
に
当
時
の
こ
の
よ
う
な
状
况
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
熊
本
の
二
十
三
枚
の
挿
絵
、
及
び
当
時
に
お
い
て
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極
め
て
人
気
の
高
い
『
西
廂
會
真
記
』『
錢
塘
夢
』『
西
廂
別
調
』『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
な
ど
の
十
一
種
の
附
録
は
、
す
べ
て
異
な
る

読
者
の
興
味
と
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
顕
著
な
商
業
販
売
の
息
吹
を
帯
び
る
と
同
時
に
、
高
い
審
美
価

値
と
深
遠
な
文
化
的
意
義
も
持
ち
合
わ
せ
る
。
従
っ
て
、
蒋
星
煜
が

如
果
我
們
根
本
不
知
道
熊
龍
峯
刊
本
、
那
末
、
從
徐
士
範
刊
本
演
變
到
劉
龍
田
刊
本
的
過
程
就
不
完
整
了
、
不
可
能
像
現
在
這
様

清
楚
了
。
從
「
元
本
題
評
音
釋
西
廂
」
這
一
本
刊
本
系
統
來
説
、
熊
龍
峯
刊
本
確
是
一
箇
承
先
啓
後
的
版
本）
11
（

。

 
 

も
し
我
々
が
熊
龍
峯
刊
本
を
全
く
知
ら
な
け
れ
ば
、
徐
士
範
刊
本
か
ら
劉
龍
田
刊
本
へ
の
変
遷
の
過
程
は
完
全
で
は
な
く
、
現

在
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
元
本
題
評
音
釋
西
廂
」
と
い
う
刊
本
系
統
か
ら
言
え
ば
、
熊
龍
峯

刊
本
は
確
か
に
前
を
承
け
て
後
を
啓
く
一
つ
の
刊
本
で
あ
る
。

と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
熊
本
は
ま
さ
に
徐
本
と
劉
本
の
間
に
前
を
承
け
て
後
を
啓
く
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
刊
本
な
の
で
あ
る
。
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（
１
）  

蒋
星
煜
「
論
徐
士
範
本
『
西
廂
記
』」（『
西
廂
記
的
文
献
学
研
究
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
第
六
十
五
頁
）。

（
２
）  

同
上
注
、
第
七
十
一
頁
。

（
３
）  

鄭
振
鐸
『
西
諦
書
話
・
中
国
版
画
史
序
』、
三
聯
書
店
、
一
九
八
三
年
版
。

（
４
）  

同
注
（
１
）、
第
七
十
三
頁
。

（
５
）  

『
日
本
所
蔵
稀
見
中
国
戯
曲
文
献
叢
刊
』（
黄
仕
忠
等
編
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
影
印
本
、
二
〇
〇
六
年
）
第
一
輯
に
内
閣
文
庫
本
を

収
録
。

（
６
）  

詳
し
く
は
『
徳
川
実
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
第
一
編
所
収
「
台
徳
院
殿
御
実
紀
巻
五
」
及
び
『
羅
山
林
先
生
集
』（
内
閣

文
庫
所
蔵
）
附
録
巻
一
所
収
「
年
譜
」
を
参
照
。

三
種
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
異
同
考

109



（
７
）  

張
人
和
「
徐
士
範
本
『
西
廂
記
』
並
非
孤
本
」（『
文
献
』
一
九
八
六
年
第
四
期
）
を
参
照
。

（
８
）  

蒋
星
煜
「
論
徐
士
範
本
『
西
廂
記
』」（『
西
廂
記
的
文
献
学
研
究
』
第
五
十
三
頁
）
を
参
照
。

（
９
）  
龍
洞
山
農
「
刻
重
校
北
廂
記
序
」（
継
志
斎
本
『
重
校
北
廂
記
』、
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
首
。

（
10
）  
王
驥
徳
「
新
校
注
古
本
西
廂
記
自
序
」（『
中
国
古
典
戯
曲
序
跋
彙
編
』
巻
六
、
斉
魯
書
社
、
一
九
八
九
年
）
第
六
四
八
頁
。

（
11
）  

蒋
星
煜
「
余
瀘
東
氏
生
平
及
其
校
正
本
『
西
廂
記
』」（『
西
廂
記
的
文
献
学
研
究
』
所
収
、
第
八
十
四
頁
）。

（
附
記
）
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で
あ
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